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千葉市農業委員会農地部会議事録 

 
平成２６年７月３０日、千葉市農業委員会農地部会長 伊原 茂久は、平

成２６年度第５回農地部会を千葉中央コミュニティセンター２階第２８会議

室に招集した。 

 

＜会議に付した議案＞ 

議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について        （４件） 

議案第２号 農地法第３条の規定に係る買受適格証明願について（競売） （４件） 

議案第３号 農地法第４条の規定による許可申請について        （２件） 

議案第４号 農地法第５条の規定による許可申請について       （１０件） 

議案第５号 農地法第５条の規定による許可申請について（一時転用）  （２件） 

議案第６号 生産緑地に係る農業の主たる従事者証明願について     （３件） 

議案第７号 千葉市農用地利用集積計画（案）の決定について      （６件） 

 

報告第１号 農地法第３条の３第１項の規定による届出について     （４件） 

報告第２号 農地法第４条第１項第７号の規定による届出について   （２０件） 

報告第３号 農地法第５条第１項第６号の規定による届出について   （４７件） 

報告第４号 農地法第１８条第６号の規定による通知について      （２件） 

報告第５号 地目変更について                   （１８件） 

報告第６号 千葉県農業会議への諮問に係る答申について（第５条）  （２２件） 
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＜出席委員＞（１６名） 

   １番 伊 原 茂 久(農地部会長)  ２番 小 川 正 義 

３番 石 井 一 也       ４番 髙 澤 義 信 

５番  郡 髙 夫       ６番 長 谷 川 政 美 

７番 小 川 友 安       ８番 小 川 政 二 

９番 田 中 和 夫(職務代理者) １０番 黒 宮  昇 

  １１番 野 崎 好 知      １２番 浅 川 政 明 

１３番 安 井 誠 一      １４番 植 草 隆 晴 

１６番 花 島 豊 勇      １７番 市 原  孝 

 

＜欠席委員＞（１名） 

１５番 布 施 貴 良 

 

＜事務局説明員＞ 

事務局長    山 﨑 哲 保    次  長    楠 原  弘 

次長補佐    御 園 えみ子    農地審査係長  吉 田 浩 司 

農業振興係長  小 川  剛     農地指導係長  角 田 一 郎 
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議    長 

（伊原茂久部会長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 会（午後１時３０分 予定） 

 

 

 ただ今から平成２６年度第５回農地部会を開会いたし

ます。 

 

本日の出席委員は、１７名中、１６名出席ですので、 

会議は成立しております。 

 

 日程第１の議事録署名人の選任の件でございますが、 

議席番号順となっておりますので、私から指名させていた

だきます。４番・「髙澤 義信」委員、５番・「 郡 髙

夫」委員のご両名にお願いいたします。 

それでは、日程第２の議事に入らせていただきます。 

議案第１号「農地法第３条の規定による許可申請につい

て」を上程いたします。 

 

農地法第３条の概要について、事務局説明願います。 

 

 農地法第３条の概要について、ご説明します。 

 資料の「農地の売買、贈与、賃借等（権利の設定・移転）

（農地法第３条）」をご覧下さい。 

 農地を耕作目的で、売買、贈与、賃借等の権利の設定及

び移転をする場合、農地法第３条の規定による許可申請に

より、許可権者である農業委員会が許可基準に適合してい

るかを審議し、許可または、不許可を決定するものです。 

 主な許可基準について、ご説明します。 

 主な許可基準は、次のとおりで、いずれかに該当した場

合は許可できません。 

 １つは、権利を取得しようとする者又はその世帯員等

が、権利を有している農地及び許可申請に係る農地のすべ

てについて、効率的に利用して耕作の事業を行うと認めら

れない場合で「全部効率利用要件」といいます。 

 ２つ目は、権利を取得しようとする者又はその世帯員等

が、その取得後において行う耕作に必要な農作業に常時従

事、原則年間１５０日以上従事すると認められない場合

で、「農作業常時従事要件」といいます。 

 ３つ目は、権利取得後の農地面積の合計が、中央区及び

稲毛区にあっては３０ａ未満、花見川区、若葉区及び緑区
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議    長 

（伊原茂久部会長） 

 

にあっては４０ａ未満の場合で、「下限面積要件」といい

ます。 

 ４つ目は、権利取得後において行う耕作の事業の内容及

び農地の位置・規模からみて、農地の集団化、農作業の効

率化その他周辺の地域における農地の農業上の効率的か

つ総合的な利用の確保に支障を生じるおそれがあると認

められる場合で、「地域調和要件」といいます。 

 次に、議案書の記載内容及び議案書の資料について、ご

説明します。 

 議案書の１ページをご覧下さい。 

 表形式の左側の「項」とは、申請土地に対する権利者及

び義務者の連名による１つの申請分を表しております。 

「権利者」とは、農地の権利を取得しようとする方で、 

「義務者」とは、申請土地の所有者です。 

「経営面積」は、権利者が既に耕作する権利を有してい

る農地の面積で、この経営面積と申請土地の合計が「下限

面積」以上となる必要があります。 

 申請地の面積は、原則として登記の面積、いわゆる公簿

面積です。 

 「備考」欄は、所有又は借用の農機具の内容や、取得す

る権利の内容、有償借上げの賃借権であれば、その賃借料

を記載し、売買であれば、単価を記載しております。金額 

の高低の基準はありません。 

 議案書の資料は、原則として、申請土地の位置図を添付

しております。 

 議案書の１ページの表の右側に「面接対象」と記載して

おりますが、本市で、新規に就農する方や本市以外の農業

者が本市の農地の権利を初めて取得するなどの場合は、法

律の規定ではありませんが、本市農業委員会の審査の取扱

いとして、申請者の協力により、分科会において面接をお

願いしております。 

 これにより、第１号議案では、第１項及び第２項、また、

第２号議案では、第１項の申請者が対象となりました。 

説明は以上でございます。 

 

それでは、第２分科会委員長、ご説明願います。 
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第２分科会委員長

(市原孝委員長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

議    長 

（伊原茂久部会長） 

 

 

ご説明いたします。 

 

なお、第１項及び第２項につきましては、面接を実施い

たしましたので併せてご説明いたします。 

はじめに、第１項は資料の１－１をご参照願います。資

料は位置図、営農計画書の２ページ構成となっておりま

す。 

本案件は、若葉区御殿町
ごてんちょう

の農業生産法人が、新たに農業

に参入するため、申請地に賃借権を設定したいとするもの

です。 

面接した法人の関係者によりますと、賃借する農地は代

表取締役の祖父が所有する農地とのことです。 

次に、第２項は資料の１－２をご参照願います。資料は

位置図、営農計画書の２ページ構成となっております。 

本案件は、東京都八王子市
は ち お う じ し

在住の方が、経営規模を拡大

するため、申請地を売買により取得したいとするもので

す。 

面接した権利者によりますと、知人の紹介により義務者

を紹介され、まとまった面積の農地であったため取得を決

めたとのことです。 

第３項は、資料の１－３をご参照願います。 

本案件は、中央区生
お

実
ゆみ

町
ちょう

在住の方が、経営規模を拡大

するため、申請地を売買により取得したいとするもので

す。 

次に、第４項は、資料の１－４をご参照願います。 

本案件は、中央区生
お

実
ゆみ

町
ちょう

在住の方が、農地の持ち分を 

贈与により取得し、経営の安定化を図るものです。 

第２分科会としましては、農地法第３条第２項各号の

「全部効率利用要件」、「農作業の常時従事要件」、「下

限面積要件」及び「地域調和要件」等に適合しており、ま

た、第１項につきましては、それらに加え、同法第２条第

３項各号の「事業要件」、「構成員要件」及び「役員要件」

に適合しており、許可要件の全てを満たしているものと判

断し、許可相当と意見決定いたしました。 

以上でございます。 

 

 

ただいまの、第２分科会委員長からの説明について、質

問、意見等ございますか。 
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議    場 

 

 

議    長 

（伊原茂久部会長） 

 

 

 

議    場 

 

 

議    長 

（伊原茂久部会長） 

 

 

議    長 

（伊原茂久部会長） 

 

 

 

第２分科会委員長

(市原孝委員長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  ――― 質問・意見等なし ――― 

 

 

 質問、意見等無いようですので、採決いたします。 

第２分科会委員長の説明のとおり、許可することに賛成

の方は、挙手願います。 

 

 

  ――― 挙手 ――― 

 

 

 賛成全員でございますので、議案第１号は、許可と決定

いたします。 

 

 

次に、議案第２号「農地法第３条の規定に係る買受適格

証明願いについて（競売）」を上程いたします。 

第２分科会委員長、ご説明願います 

 

 

ご説明いたします。 

買受適格証明願につきましては、申請者の要件が農地法

上適格であるかを判断し、買受適格証明書を交付するもの

です。 

その後、買受適格証明書を交付された者が落札人とな

り、改めて農地法第３条の許可申請書が提出され、買受適

格証明書の交付時と同一内容であると認めた場合は、速や

かに許可指令書を交付することになっております。 

したがいまして、買受適格証明書の交付の承認決定と、

落札した場合の農地法第３条の許可が相当かを併せて審

議するものです。 

なお、第１項につきましては、面接を実施いたしました

ので併せてご説明いたします。 

それでは、申請内容についてご説明いたします。 

資料は「議案第２号」をご参照願います。 

資料は位置図、営農計画書の２ページ構成となっており

ます。 

本案件は、東京都墨田区
す み だ く

在住の方が、千葉地方裁判所が

執行する競売に参加し、新規に就農するため、当該地を買

い受けたいとするものです。 

面接した権利者の夫によりますと、昨年の競売により山
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議    長 

（伊原茂久部会長） 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

林を取得済みであり、今回の申請地はその隣接地とのこと

です。 

次に第２項です。 

本案件は、緑区あすみが丘８丁目在住の方が、農業経営

を維持し、親の農地を買戻すため、千葉地方裁判所が執行

する競売に参加し、申請地を買い受けたいとするもので

す。 

次に第３項です。 

本案件は、緑区土気
と け

町
ちょう

在住の方が、経営規模を拡大す

るため、千葉地方裁判所が執行する競売に参加し、申請地

を買い受けたいとするものです。 

次に第４項です。 

本案件は、花見川区犢橋町
こてはしちょう

在住の方が、経営規模を拡

大するため、千葉地方裁判所が執行する競売に参加し、申

請地を買い受けたいとするものです。 

第２分科会としましては、農地法第３条第２項各号の

「全部効率利用要件」、「農作業の常時従事要件」、「下

限面積要件」及び「地域調和要件」等に適合しており、許

可要件の全てを満たしているものと判断し、買受適格証明

書の交付につきましては、承認相当とし、申請者が落札人

となり同一内容の許可申請書が提出された場合は、許可相

当と意見決定しました。 

以上でございます。 

 

事務局より、議案第２号について補足説明をお願いしま

す。 

 

 

この買受適格願の申請は申請土地が重複しております。

競売に参加して取得したい方が複数いらっしゃる、という

ことです。 

 議案書３、４ページの「買受ようとする農地」の「所在

地番」の欄をご覧下さい。 

 第１項は①から⑧の○数字を記載しております。 

 この競売は、①から⑤までの農地の一括売却と⑥から⑧

までの農地の一括売却の２組の売却になっております。 

①から⑤までの農地は、第２項の申請者も競売に参加し

たいとしており、⑥から⑧までの農地は、第３項及び第４

項の申請者も競売に参加したいとしております。 

なお、この申請状況については、非開示とし情報提供し
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議    長 

（伊原茂久部会長） 

 

 

小川正義委員 

 

 

事 務 局 

 

 

 

小川正義委員 

 

 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

小川正義委員 

 

 

 

 

 

事 務 局 

ておりません。 

次に、「買受ようとする農地」の「地目」の欄をご覧下

さい。 

この地目は登記の地目を記載しますが、③の農地は、登

記地目が、「宅地」で、現況が畑と記載しております。農

業委員会の農地台帳にもこのように登録されております。

非常に珍しいケースです。 

④の農地は、登記地目が、「山林」で、現況が畑と記載

しております。同様に、台帳に登録されております。この

ケースは多くあります。 

以上です。 

 

ただいまの、第２分科会委員長及び事務局からの説明に

ついて、質問、意見等ございますか。 

 

 

第１項の件ですが、農家の方でなくても、いわゆる競売

物件というのは買えるのですか。 

 

新規に就農したいという方であっても、３条申請と同様

にその資格があると農地部会で承認されれば可能です。 

 

 

７月１日に、畑にしましたということで事務局の方と現

地を見に行ったわけです。畑という考え方がわかっていな

いみたいだ。森林の中で木と木の間に作物を作っていた。

それと、申請者は妻名義だが夫が来ていた。年齢的に６０

代後半で新規に就農して大丈夫か。 

 

妻名義なのは、税対策であるとのことです。 

この方は、農業に以前から強い関心があったそうで、よ

うやく農作業に従事する時間が取れるようになったので、

今回、新規就農したいと面接ではおっしゃっていました。 

 

東京から通ってくる時間等も書いてあるが、話を聞くと

朝の５時ごろ電車に乗ってくるという話もあったが、それ

で果たして管理ができるかということです。地元の農家の

方に迷惑がかかってもいかん、という風に思ったのですけ

ども。 

 

分科会の中で面接をさせていただきました。また、委員
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長谷川政美委員 

 

 

 

事 務 局 

 

黒宮 昇委員 

 

 

 

事 務 局 

 

 

 

黒宮 昇委員 

 

事 務 局 

 

 

黒宮 昇委員 

 

事 務 局 

 

 

 

議    長 

（伊原茂久部会長） 

 

 

 

 

 

の皆さんからも質問をいただきました。遠いところから大

丈夫か、管理が本当にできるのかといったお話も出た中

で、若いころから農家の手伝いのようなことはやっている

が専門的に農家をするのは初めてなのだけれど、最終的に

は、一生懸命やっていきたい、周りに迷惑をかけることも

しない。また小川政二委員からの質問として、本件が決ま

れば市内に移住して、積極的に保全管理も含め、農家をや

っていきたい、といったことも確認させていただいており

ます。以上です。 

 

電車通勤ということですが、当該地はかなり飛び地とな

っているようです。はじからはじまでどのように移動する

のでしょうか。 

 

現場に軽トラックを置いてあり、それを利用します。 

 

分科会委員長の報告では、すでに競売で取得している土

地の隣地という説明があったのですが、それはどの土地を

取得しているのでしょうか。 

 

資料編の議案第２号をご覧ください。 

図中、⑤の右側の隣接地を以前の競売で取得されたとお

っしゃっていおります。 

 

⑤の右側の何番あたりを取得したのでしょうか。 

 

⑤と書いてある上あたり、●●●番や●●●番、地目山

林ですけれども、取得したとおっしゃられております。 

 

その辺の耕作等の状況はどうですか。 

 

山林でございますので、耕作というのは問いません。 

現況の方も手入れはしているようですが山林であると

のことです。 

 

 質問、意見等無いようですので、採決いたします。 

第２分科会委員長の説明のとおり、買受適格証明書の交

付については承認とし、申請者が落札人となり同一内容の

許可申請書が提出された場合は、許可とすることに賛成の

方は、挙手願います。 
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議    場 

 

議    長 

（伊原茂久部会長） 

 

 

 

議    長 

（伊原茂久部会長） 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

――― 挙手 ――― 

 

第１項については賛成多数、第２項から第４項について

は賛成全員でございますので、議案第２号は、許可と決定

いたします。 

 

 

次に、議案第３号「農地法第４条の規定による許可申請

について」を上程いたします。 

 農地転用の概要について事務局説明願います。 

 

 農地転用の概要についてご説明します。 

 農地法第４条及び同法第５条は、農地を農地以外のもの

にする転用の制限を定めた規定です。 

第４条は、農地の所有者、または、耕作者が自ら転用す

る場合の規定です。 

第５条は、農地の売買、賃借等の権利の設定または、移

転を伴って転用する場合の規定です。 

 ４条及び５条の規定のいずれも、市街化調整区域の転用

については、原則として、許可を要するとし、市街化区域

の転用については、届出により、許可不要としております。 

 

 資料の「農地転用許可制度の体系（改正後）」をご覧下

さい。 

 転用許可の基準は、２つの基準があり、２つの基準のど

ちらにも適合する必要があります。 

１つは、「立地基準」で、農地をその営農条件や周辺の

市街地化の状況から農地を区分します。 

農地区分は、「農用地区域内農地」、「甲種農地」、「第

１種農地」、「第２種農地」、「第３種農地」の５つに区

分し、許可又は不許可を判断する基準です。 

「農用地区域内農地」、「甲種農地」及び「第１種農地」

は優良な農地、及び集団的な農地として原則不許可の農地

とされ、小集団の未整備農地や市街地近郊農地として区分

される「第２種農地」及び市街地の農地として区分される

「第３種農地」は、許可できる農地とされます。 

この農地区分により農業上の利用に支障が少ない農地

へ誘導することとなります。 

 ２つ目は、「一般基準」で、農地転用の確実性や周辺農
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議    長 

（伊原茂久部会長） 

 

第２分科会委員長 

（市原孝委員長） 

 

地等への被害防除措置の妥当性などを審査する基準です。 

 また、農地の転用申請についての現地調査ですが、法令

の規定はありませんが、本市農業委員会では、申請面積が

１，０００㎡以上の案件について、第１分科会と第２分科

会の当日の午後に現地調査をお願いしております。 

 

 次に、議案書の記載内容及び議案書の資料についてご説

明します。 

 議案書の５ページをご覧下さい。 

 表形式の左側の「項」とは、転用する土地所有者である

申請人及び申請土地の１件の申請分を記載しております。 

右側の「施設の概要」欄は、権利の内容、立地基準の判

断となる農地区分、転用目的、周辺農地への被害防除の方

法、事業費の所要金額を記載しております。 

欄外に「現地調査」の記載は、その対象案件を明示して

おります。 

 議案書の６ページをご覧下さい。 

こちらは、議案第４号の農地法第５条の転用申請です。 

 表形式の左側の「項」とは、３条と同様に、申請土地に

対する権利者及び義務者の連名による１つの申請分を記

載しております。 

左側の「申請人住所・氏名」欄の「権利者」及び「義務

者」は、農地の権利を取得して転用する者及び土地所有者

を記載しております。 

右側の「施設の概要」欄は、転用する権利者が取得、又

は、設定する権利の内容等を記載しております。 

権利の内容以外は、前ページの農地法第４条と同様の記

載内容です。 

議案書の資料は、位置図を添付し、１，０００㎡以上の

現地調査案件については、公図及び土地利用計画図を添付

しております。 

 説明は以上でございます。 

 

第２分科会委員長、ご説明願います。 

 

 

ご説明いたします。 

なお、第１項につきましては、現地調査を実施いたしま

したので、その結果も併せてご説明いたします。 
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議    長 

（伊原茂久部会長） 

 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

はじめに、第１項は資料の３－１をご参照願います。資

料は位置図、公図の写し、土地利用計画図の３ページ構成

となっております。 

本案件は、共同住宅用地としたいとするものです。 

申請地は、「幕
まく

張東
はりひがし

小学校」から西へ 約３００ｍに

位置する農地です。 

農地区分は、市街地化の傾向が著しい区域内にある農地

であることから、第３種農地と判断しました。 

現況は休耕で、周辺は市街化区域に隣接しており、宅

地が広がっております。 

被害防除は、排水関係につきましては、汚水は汚水管に

接続し、雨水は貯留槽により流出を抑制し、道路側溝に接

続します。 

周囲は、ブロックを設置し、土砂の流出を防止します。 

 

次に第２項です。 

資料の３－２をご参照願います。 

本案件は、専用住宅用地としたいとするものです。 

申請地は千葉市動物公園の東側に近接する農地です。 

農地区分は、市街地化の傾向が著しい区域内にある農地

であることから、第３種農地と判断しました 

被害防除は、排水関係につきましては、汚水は汚水管に

接続し、雨水は浸透桝により流出を抑制し、道路側溝に接

続します。 

周囲は、既存ブロック及びフェンスにより、土砂の流出

を防止します。 

 

事務局より補足説明をお願いします。 

 

 

 分科会での質疑内容について報告します。 

 第２項についてです。 

 議案書の５ページと資料の３－２をご覧下さい。 

 申請地が接続する道路ですが、申請地に住宅を建築した

後、右にある老朽化した家屋を取り壊し、一体の敷地とし

て右側の道路に接続することになります。 

以上です。 
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議    長 

（伊原茂久部会長） 

 

 

 

 

 

議   場 

 

議    長 

（伊原茂久部会長） 

 

 

 

 

 

 

 

第２分科会委員長

(市原孝委員長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ただいまの、第２分科会委員長及び事務局からの説明に

ついて、質問、意見等ございますか。 

 

質問、意見等無いようですので、採決いたします。 

第２分科会委員長の説明のとおり、許可することに賛成

の方は、挙手願います。 

 

  ――― 挙手 ――― 

 

 賛成全員でございますので、議案第３号は、許可と決定

いたします。 

 

 

次に、議案第４号「農地法第５条の規定による許可申請

について」を上程いたします。 

第２分科会委員長、ご説明願います。 

 

 

ご説明いたします。 

なお、第１項から第３項につきましては、現地調査を実

施いたしましたので、その結果も併せてご説明いたしま

す。 

はじめに、第１項は資料の４－１をご参照願います。資

料は位置図、公図の写し、土地利用計画図の３ページ構成

となっております 

本案件は、駐車場用地とするため、売買により取得する

ものです。 

申請地は国道１６号の東へ 約１８０ｍに位置する農地

です。 

農地区分は、市街地化の傾向が著しい区域内にある農地

であることから、第３種農地と判断しました。 

現況は休耕で、周辺は住宅や事務所等が立ち並んでおり

ます。 

被害防除は、排水関係につきましては、雨水を自然浸透

で処理します。 

 

次に第２項です。 

資料の４－２をご参照願います。 

本案件は、太陽光発電施設用地とするため、賃借権を設

定するものです。 
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申請地は、農政センターから西へ 約５００ｍに位置す

る農地です。 

農地区分は、小集団の区域内にある農地であることか

ら、第２種農地と判断しました。 

現況は休耕で、周辺は山林となっております。 

被害防除は、排水関係につきましては、雨水を自然浸透

で処理します。 

 

次に第３項です。 

お手元の資料の４－３を併せて覧ください。 

本案件は、資材置場・駐車場用地とするため、売買によ

り取得するものです。 

申請地は、国道１２６号の東金街道沿いの南側に位置す

る農地です。 

農地区分は、小集団の区域内にある農地であることか

ら、第２種農地と判断しました。 

現況は休耕で、周辺も休耕地が点在しております。 

被害防除は、排水関係につきましては、雨水を自然浸透

で処理します。 

 また、周囲は既存の生垣で管理します。 

 

次に第４項です。 

お手元の資料の４－４を併せて覧ください。 

本案件は、専用住宅用地とするため、贈与により取得す

るものです。 

申請地は、瑞穂
み ず ほ

小学校から北東へ 約４８０ｍに位置す

る農地です。 

農地区分は、市街地化の傾向が著しい区域内にある農地

であることから、第３種農地と判断しました。 

被害防除は、排水関係につきましては、汚水は、汚水管

に接続し、雨水は、浸透桝により流出を抑制し、道路側溝

がないため、宅地内で浸透処理します。 

周囲は、ブロックを設置し、土砂の流出を防止します。 

 

次に第５項です。 

お手元の資料の４－５を併せて覧ください。 

本案件は、店舗用地とするため、賃借権を設定するもの

です。 
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申請地は、花見川消防署の南西側に近接する農地です。 

農地区分は、市街地化が見込まれる区域内にある農地 

であることから、第２種農地と判断しました。 

被害防除は、排水関係につきましては、汚水は汚水管に

接続し、雨水は貯留槽により流出を抑制し、道路側溝に接

続します。 

周囲は、ブロックを設置し、土砂の流出を防止します。 

 

次に、第６項です。 

資料の４－６をご参照願います。 

本案件は、資材置場用地とするため、賃借権を設定する

ものです。 

申請地は大百池
おおどいけ

公園から南西へ 約３００ｍに位置する

農地です。 

農地区分は、市街地化が見込まれる区域内にある農地で 

あることから、第２種農地と判断しました。 

被害防除は、雨水は、自然浸透で処理します。 

 

次に第７項です。 

資料の４－７をご参照願います。 

本案件は、駐車場用地とするため、賃借権を設定するも

のです。 

申請地は、泉
いずみ

高等学校から西へ 約４５０ｍに位置する

農地です。 

農地区分は、小集団の区域内にある農地であることか

ら、第２種農地と判断しました。 

被害防除は、雨水は、自然浸透で処理します。 

周囲はブロックを設置します。 

 

次に第８項です。 

資料の４－８をご参照願います。 

本案件は、駐車場用地とするため、売買により取得する

ものです。 

申請地は、生
おい

浜
はま

西小学校から東へ 約２６０ｍに位置す

る農地です。 

農地区分は、市街地化の傾向が著しい区域内にある農

地であることから、第３種農地と判断しました。 

被害防除は、雨水は、自然浸透で処理します。 
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議    長 

（伊原茂久部会長） 

 

事 務 局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

周囲は、既存ブロックにより、土砂の流出を防止します。 

 

次に第９項です。 

資料の４－９をご参照願います。 

本案件は、駐車場用地とするため、賃借権を設定するも

のです。 

申請地は、東寺山県営団地から北へ 約２００ｍに位置

する農地です。 

農地区分は、市街地化が見込まれる区域内にある農地で 

あることから、第２種農地と判断しました。 

被害防除は、雨水は、自然浸透で処理します。 

周囲は、ブロックを設置し、土砂の流出を防止します。 

 

次に第１０項です。 

資料の４－１０をご参照願います。 

本案件は、駐車場用地とするため、売買により取得する

ものです。 

申請地は、小倉小学校から東北へ 約３２０ｍに位置す

る農地です。 

農地区分は、市街地化が見込まれる区域内にある農地で 

あることから、第２種農地と判断しました。 

被害防除は、雨水は、自然浸透で処理します。 

周囲は、柵で囲い管理します。 

 

以上でございます。 

 

 

事務局より、補足説明をお願いします。 

 

 

分科会での主な質疑内容について報告します。 

 第３項についてです。 

 資料４－３の土地利用計画図をご覧下さい。 

 申請地内の左側に「私道」と記載されております。２．

５ｍとは幅員です。 

 これは、公道ではなく、申請地である民有地内の既存の

通路であり、周辺住民が利用しております。本来であれば、

民有地であるため、この通路を廃止し、別の利用が可能で

すが、転用者の配慮により、通路を廃止することなく、こ
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議    長 

（伊原茂久部会長） 

 

 

議    長 

（伊原茂久部会長） 

 

 

 

議  場 

 

 

議    長 

（伊原茂久部会長） 

 

 

 

 

第２分科会委員長

(市原孝委員長） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

れを残した計画としております。 

以上です。 

 

ただいまの、第２分科会委員長及び事務局からの説明に

ついて、質問、意見等ございますか。 

 

 

質問、意見等無いようですので、採決いたします。 

第２分科会委員長の説明のとおり、許可することに賛成

の方は、挙手願います。 

 

 

  ――― 挙手 ――― 

 

 

賛成全員でございますので、議案第４号は、許可と決定

いたします。 

次に、議案第５号「農地法第５条の規定による許可申請

について（一時転用）」を上程いたします。 

第２分科会委員長、ご説明願います。 

 

ご説明いたします。 

第１項及び第２項は一体案件です。本件は、袋地となっ

ている農地の軽微な農地改良を行うため、道路に接する別

の農地を一時的に作業用通路として利用したいとする件

です。 

資料の第５号をご覧ください。本件申請地は若葉区貝塚

町で、千葉刑務所の北東約２００メートルに位置する農地

です。太枠で囲んだ長方形の部分が本件申請地で、また、

斜線で囲んだ部分が軽微な農地改良を行う農地となって

おります。 

議案書１１ページにお戻りください。権利者は、近隣の

農地を耕作している方で、ご自分の耕作地を含め、軽微な

農地改良を幾度か実施している方です。設定する権利は使

用貸借権です。一時転用面積は第１項が１７５平方メート

ル、第２項が２４２．５平方メートルで、登記地目は田で

すが、以前実施した軽微な農地改良により、現況は畑とな

っております。 

農地区分は、農業公共投資の対象となっていない小集団

の農地であることから、第２種農地と判断いたしました。 

工事期間中は、車両が通行するため、鉄板を敷きます。 

一時転用期間は、本年８月２０日から９月９日までとな
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議    長 

（伊原茂久部会長） 

 

 

 

 

 

 

  議   場 
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っております。 

なお、費用についてですが、権利者自ら鉄板を敷くため、

費用はかかりません。 

 

第２分科会としましては、申請内容等に特に問題は無い

ものと判断し、許可相当と意見決定いたしました。 

以上でございます。 

 

 ただいまの、第２分科会委員長からの説明について、質

問、意見等ございますか。 

 

 

 質問、意見等無いようですので、採決いたします。 

第２分科会委員長の説明のとおり、「許可」することに

賛成の方は、挙手願います。 
 

 

  ――― 挙手 ――― 

 

 

賛成全員でございますので、議案第５号は「許可」と決

定いたします。 

 

 

次に、議案第６号「生産緑地に係る農業の主たる従事者

証明願について」を上程いたします。 

まず、生産緑地の買取り申し出の概要について、事務局

より御説明願います。 

 

生産緑地の買取り申し出の概要について、御説明いたし

ます。 

生産緑地は、法律で、「生産緑地に指定されてから30年

が経過したとき」及び、「生産緑地の主たる従事者が死亡、

もしくは農林漁業に従事することが不可能となる故障に

至ったとき」の２つの場合に、市に対し、当該生産緑地を

時価で買い取るよう申し出ることができると規定されて

おります。 

本議案は、後者の「主たる従事者の死亡もしくは故障」

について、買取り申し出者から農業委員会に対し、証明を
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求められたもので、地区担当農業委員により既に現地確認

等を行ったものでございます。 

本議案について御承認をいただきました場合、ただちに

証明書を発行し、買取り申し出者はこの証明書を添えて、

市長、具体的には都市計画課に対して、買取り申し出を行

うことになります。そして、当該生産緑地の買取りを希望

する地方公共団体等があれば、当該団体等が買い取ること

になりますが、そうでない場合は、市長は買取り申し出無

しとして、他の農業従事者が当該生産緑地を取得できるよ

うあっせんに努めることとされております。このあっせん

に際し、地元の農業委員の方々にも御協力をいただくこと

になります。 

そして、あっせんを行っても取得希望がなかった場合に

は、当該生産緑地は、法律により課せられていた行為制限

が解除され、一般の市街化区域農地となり、さらに後日、

生産緑地地区としての指定を外れることとなります。 

以上でございます。 

 

では、議案について、第２分科会委員長、御説明願いま

す。 

 

本案件は、地元農業委員による現地調査案件でございま

す。 

第１項は、農地基本台帳及び６月１８日の現地調査によ

り、買取り申出者の父が、農業の主たる従事者であること

を、笠川 泰雄委員に確認していただきました。 

続きまして、第２項は、農地基本台帳及び６月１９日の

現地調査により、買取り申出者本人が、農業の主たる従事

者であることを、竹下 洋一委員に確認していただきまし

た。 

続きまして、第３項は、農地基本台帳及び６月１９日の

現地調査により、買取り申出者の夫が、農業の主たる従事

者であることを、竹下 洋一委員に確認していただきまし

た。 
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このことについて、農地部会長あてに現地調査結果報告

書が提出されております。 

第２分科会といたしましては、特に問題はないものと判

断し、主たる従事者証明書を発行することについて、承認

相当と意見決定いたしました。 

 

ただいまの、第２分科会委員長からの説明について、質

問、意見等がありましたら、お願いいたします。 

 

質問、意見等ないようですので、採決いたします。 

第２分科会委員長の説明のとおり、生産緑地に係る農業

の主たる従事者証明書の発行について、承認することに賛

成の方は、挙手願います。 

 

  ――― 挙手 ――― 

 

賛成全員でございますので、議案第６号は、承認と決定

いたします。 

 

次に、議案第７号「千葉市農用地利用集積計画（案）の

決定について」を上程いたします。 

議案説明の前に農用地利用集積計画の概要について、事

務局より説明願います。 

 

 

農用地利用集積計画の概要についてご説明します。 

議案第７号関係資料をご覧ください。 

当該計画は、担い手の農地の利用集積を図るため、農業

経営基盤強化促進法において市町村が定め、農業委員会が

決定することと規定されております。 

２番の「農用地利用集積計画の要件について」をご覧く

ださい。 

農用地利用集積計画案の作成にあたっては、農業経営基

盤強化促進法第１８条第３項に定める要件があります。 

特に重要な要件は次の２点にあります。 
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一つ目は、市町村の定めた基本構想に適合する必要があ

ります。当該計画における農地の権利設定後の下限面積を 

全市４０アールとしておりますが、それは基本構想によっ

て規定されるものであります。 

二つ目は、農地のすべてを効率的に耕作し、かつ、農作

業に常時することが必要とされております。常時従事要件

として年間１５０日以上の農作業従事が必要とされてい

ます。 

市町村がこれらの要件を満たす農用地利用集積計画案

を作成し、農業委員会は適否について諮問を受けます。 

農業委員会では、要件充足の可否について、点検のうえ、

農地部会でご審議いただきます。議案第７号における審議

は農業委員会での決定のプロセスに当たります。 

３番の「農用地利用集積計画の公告」についてをご覧く

ださい。 

農地部会の審議を経て、決定した計画については市町村

により公告されます。これにより計画に定められた、売買

あるいは貸借の効果が発生いたします。従来より農地の売

買・貸借については、農地法により手続きが定められてお

りますが、農用地利用集積計画により権利が設定された場

合は、あらためて農地法の許可を得る必要が無く、また、

農地法第１７条に定める、法定更新の適用が無いため、農

用地利用集積計画に定めた権利の設定期間終了後、引き渡

しを受けることにより、当該権利が消滅する農地法の特例

が適用されることになります。なお、手続きの流れにつき

ましては、資料右側のフロー図にて説明しておりますの

で、後ほどご覧ください。 

続きましてご審議いただきます、議案書についてご説明

いたします。 

議案書の１４ページをご覧ください。 

議案書は表形式になっておりまして、まず、「項」は、

付議する案件の通し番号です。次にその右側の「権利者」

の欄ですが、「権利者」とは、貸借関係の権利設定の場

合は、「借り手」、売買関係の権利設定の場合は、「買

い手」となります。同欄では、権利者の住所・氏名、経

営面積、農業従事者数及び今回の農地の借入理由につい

て、記載されております。続いて、「義務者」の欄です
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が、「義務者」とは、貸借関係の権利設定の場合は、「貸

し手」、売買関係の権利設定の場合は、「売り手」とな

ります。同欄では、権利者の住所・氏名、今回の農地の

貸し付け理由について、記載されております。続いて、

「申請土地」の欄ですが、今回の権利設定の対象となる

農地の所在、地目及び地積を記載しております。最後に

「備考」ですが、設定する権利の種類、権利の設定期間

について記載されております。 

農用地利用集積計画の概要についてご説明は以上でご

ざいます。 

 

それでは、議案第７号「千葉市農用地利用集積計画（案）

の決定について」第２分科会委員長、ご説明願います。 

 

それでは、ご説明いたします。 

本案件は、農業経営基盤強化促進法第１８条第１項の規

定により、市長より農業委員会に対して、農用地利用集積

計画案の適否についての判断を依頼されたものです。 

第１項から第４項は、千葉みらい農業協同組合の実施す

る農地利用集積円滑化事業に係る案件のため、一括してご

説明します。 

第１項及び第２項は、千葉みらい農業協同組合が若葉区 

中野町
なかのちょう

在住の方が所有する同町の畑５筆、合計面積５，１２５

㎡を使用貸借にて借り上げ、同町の農家の方に使用貸借権

を新規に設定するもので、設定期間は６年です。 

第３項及び第４項は、同じく千葉みらい農業協同組合 

が、若葉区野呂
の ろ

町
ちょう

在住の方が所有する同町の畑２筆、 

合計面積１，８７５㎡を使用貸借で借り上げ、中央区今井町
いまいちょう

の農家の方に使用貸借権を新規に設定するもので、設定期

間は５年です。 

 第５項は、花見川区武石町
たけいしちょう

在住の農家の方が、同区幕張

町在住の方の所有する同町の畑１筆、面積５９１㎡に賃借権

を継続して設定するもので、設定期間は６年です。  

第６項は、緑区下
しも

大和田町
おおわだちょう

在住の農家の方が同町在住の 

方の所有する同町の畑１筆、面積２，３２０㎡に賃借権を
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継続して設定するもので、設定期間は１年です。 

第１項から第６項の合計面積は、９，９１１㎡です。 

本計画（案）は、本市において基本構想に適合するとと

もに、権利者が経営農地の全てを効率的に利用し、必要な

農作業に常時従事するものとして作成されたものです。 

第２分科会といたしましても、第１項から第６項につい

て、利用権の受け手要件に適合し、農業経営基盤強化促進

法第１８条第３項の各要件を満たしていると判断される

ため、決定相当と意見決定いたしました。 

説明は以上でございます。 

 

ありがとうございました。 

ただいまの、第２分科会委員長の説明について、質問、

意見等ございましたらお願いします。 

 

 質問、意見等ないようですので、採決いたします。 

第２分科会委員長の説明のとおり、決定することに賛成

の方は、挙手願います。 

   

 

――― 挙 手 ――― 

  

 

賛成全員でございますので、議案第７号は、原案どおり

決定といたします。 

 

 

以上で審議案件は終了いたしましたので、 

報告案件について、第１号から第６号までを一括して上

程いたします。 

事務局より説明願います。 

 

ご説明いたします。 

報告第１号「農地法第３条の３第１項の規定による届出

について」は、議案書の１８頁及び１９頁に４件ございま

した。 

農地法第３条の３第１項の規定による届出とは、相続等

により農地の権利を取得したため、その旨の届出があった
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ものです。 

 

報告第２号「農地法第４条第１項第７号の規定による届

出について」は、議案書の２０頁 

から２２頁に２０件ございました。 

農地法第４条第１項第７号の規定による届出とは、土地

所有者又は耕作者自らが、市街化区域内の農地を転用する

ため、その旨の届出があったものです。この場合は許可不

要となります。 

 

報告第３号「農地法第５条第１項第６号の規定による届

出について」は、議案書の２３頁から２９頁に４７件ござ

いました。 

 農地法第５条第１項第６号の規定による届出とは、市街

化区域内の農地に土地所有者以外の者が、権利の設定又は

移転を伴って転用するため、その旨の届出があったもので

す。この場合は許可不要となります。 

 

報告第１号から第３号のいずれも、内容につきまして

は、記載のとおりでございます。 

添付書類も含め完備しておりましたので、事務局長専決

により、全項受理通知書を交付いたしました。 

 

報告第４号「農地法第１８条第６項の規定による通知につ

いて」は、議案書の３０頁に２件ありました。 

内容につきましては、記載のとおりです。 

添付書類も含め完備しておりましたので、事務局長専決

により、書類を受理いたしました。 

農地法第１８条第６項の規定による通知とは、農地の賃

貸借の当事者が双方の合意により解約した旨の通知を農

業委員会が受理した手続きです。 

 

報告第５号「地目変更について」は、議案書の３１頁及び

３２頁に１８件ございました。 

農業委員による現地調査を行いました結果、いずれも、

内容につきましては、記載のとおりであり、法務局に回答

済みでございます。 

地目変更とは、登記地目が農地の土地所有者から法務局
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に対し、地目変更の登記申請がなされた場合、その申請地

の現況が農地であるか非農地であるかについて、法務局か

ら照会があります。 

その照会があった土地について、農業委員が現地調査を

実施し、農地性を判断し、その旨を回答したものです。 

 

報告第６号「千葉県農業会議諮問に対する回答について

（第５条）」は、議案書の３３頁から３５頁に２２件 ご

ざいました。 

いずれも、７月３日に諮問し、７月１１日に開催された

千葉県農業会議から送付された「許可相当」との回答に基

づき、許可指令書を交付いたしました。 

 千葉県農業会議諮問に対する回答とは、農業委員会が転

用申請に対して、部会で許可と決定した案件について、法

の規定に基づき、千葉県農業会議の意見を求め、許可相当

との回答があったことをいいます。 

この回答により、許可指令書を交付することとなりま

す。 

 この第６号の案件は、先月の農地部会で許可と決定さ

れ、千葉県農業会議から許可相当との回答があったもので

す。 

なお、都市計画法などの他法令が関係する案件につきま

しては、関係部局と調整のうえ、交付いたします。 

 

以上でございます。 

 

 

ただいまの報告第１号から第６号について、質問、意見

等ございましたらお願いいたします。 
 

質問、意見等無いようです。これらは報告案件でござい

ますので、ご承認いただきたいと存じます。 
 

 

以上をもちまして、平成２６年度第５回農地部会を 閉

会いたします。 

委員の皆様には、大変お忙しい中、慎重審議を賜りまし

て、ありがとうございました。 
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司    会 

（御園補佐） 

 

ありがとうございました。 

それでは、以上で本日の会議を終了させていただきます。 

閉  会（午後 ２時３５分） 

 

 

 


